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電気通信工学科

当初シラバスとは異なる内容となった

必修科目（組込みシステムコース）／必修科目（電気エネルギーコース）／必修科目（情報システムコース）

五反田 博、江崎 秀、江上 典文、白土 浩、松崎 隆哲

・電気電子情報通信工学分野の発展を知り、技術社会における位置づけを認識できる(A9)
・電気電子情報通信工学分野の技術発展に関する授業内容を要約し、提示された課題について追加調査できる
(A4,A10)
・授業内容の要約と追加調査した内容について報告書を作成し、わかりやすく説明するとともに、課題や問題点を
抽出できる(A4,A10,C1)
・電気電子情報通信工学分野の歴史と組込み技術の位置づけを知り、今後の発展を探ることができる(B6,C6,C7)

第01回(09/19)：導入講義：授業の進め方と概要の説明、成績評価法、自己点検
第02回(09/26)：自己診断
第03回(10/03)：SAT(英文による論理的思考の分析と解釈）
第04回(10/10)：　　　　　　　〃
第05回(10/17)：　　　　　　　〃
第06回(10/24)：　　　　　　　〃
第07回(10/31)：　　　　　　　〃
第08回(11/07)：　　　　　　　〃
第09回(11/14)：　　　　　　　〃
第10回(11/21)：　　　　　　　〃
第11回(11/28)：　　　　　　　〃
第12回(12/05)：　　　　　　　〃
第13回(12/12)：　　　　　　　〃
第14回(12/19)：　　　　　　　〃
第15回(01/09)：後期末点検

実技

アクティブラーニングとチームでミッションを完成させるテーマに内容を変更する予定

SAT(Scholastic Assessment Test)を利用して、論理思考力の養成を図った。テキストが英文ではあったが、問題
はすべて高校初学年レベルの内容であり、授業に対する満足度は8.5と高かった。ただし、習熟度には差異が見ら
れた。

２０１３年度　後期 リフレクションペーパー

近年、アクティブラーニングとチームワーク力をテーマとするカリキュラムに関心が寄せられ、多くの実態調査の報
告がなされているため、当初シラバスとは異なる内容で授業を実施した。今年度は、英文による論理的思考の解
釈と分析を平易な数学の内容を用いて演習した。授業は、学生が主体となって進められた。一方で、チームワーク
力についてのテーマは実施できなかった。

基礎ゼミⅡ(B)
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